






 
 
３．２ 環境価値が除かれた電気価値・熱価値の帰属先に関する情報 

別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」２．参照。 



様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２．追加性に関する情報

1 22-B1-002 佐賀市清掃工場 佐賀県佐賀市高木瀬町大字長瀬２３６９番地 バイオマス（廃棄物） 4500 kW 2002/11/1 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 28,515,018 28,515,018 14,997,835 6,119,365 7,397,818 70,412 120,350 58.50% 0.435 1,882,559 1,882 2024年4月1日 2025年3月31日

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 1,882

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１ 発電電力量 EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

認証可能電力量

認証対象電力量

認証可能電力量 28,713,740 28,713,740 15,102,356 6,162,012 7,449,372 70,903 121,189 58.50% 0.435 1,895,678 4,357,882

認証対象電力量（申請分） 28,515,018 28,515,018 14,997,835 6,119,365 7,397,818 70,412 120,350 58.50% 0.435 1,882,559 4,327,722

５．認証申請期間
１．１
発電所名称

１．２
発電所所在地

１．３
型式

１．４
設備容量

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

３．１０
排出削減量
（tCO2）

４．１
モニタリング責任者

４．２
モニタリング実施者

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報
１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）

該当する追加性要件
（ａ）当該設備の建設における主要な要素
（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

３．３
補機消費電力量
EBA（kWh）

３．４
自家消費電力量
EBC（kWh）

３．５
バイオマス
燃料
FB（MJ）

３．６
燃料合計
FT（MJ)

３．７
バイオマス比率
SB（％）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

発電所名称を記載ください

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

３．３
補機消費
電力量

EBA（kWh）

３．４
自家消費
電力量

EBC（kWh）

３．５
バイオマス燃料

FB（kJ/kg）

３．６
燃料合計
FT（kJ/kg）

３．７
バイオマス比率

SB（％）

（参考）
申請期間における

全発電電力量
（MJHHV)※1





FT 発電に使用した燃料合計 ごみ質分析会社からの分析結果

報告書をもとに算定 
燃料使用実績 

 





 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

八千代エンジニヤリング株式会社 

取締役執行役員 事業開発本部長 

 山中 健二郎 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人 日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、八千代エンジニヤリング株式会社が作成した「グリーンエネルギー

CO2削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：廃棄物を利用した発電による CO2 排出削減、日付

2025年 4月 30日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度運営規則」（2025年 3月 7

日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」のとおり、

全ての点において適正であると認めます。 

 

 










